
平成２６年度（上半期実績）

（１）　環境基本計画　重点施策の目標

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

54園・校 55園・校 56園・校

160人 180人 200人

95企業 100企業 100企業

45人 45人 45人

6回
90人

6回
90人

6回
90人

3.3ha 3.0ha 2.7ha

23箇所 24箇所 25箇所

「荒廃農地の発生・解消状況に関する調査」を１
０月上旬から実施するため、現時点では実績値の
把握ができていない。引き続き両主管課で連携し
て事業を進める。

農業委員会
事務局

農水産課

市民農園数
22箇所
(1,171区
画)

市民農園の候補地を選定（西真土）。開設に向け
事前調査等の手続きを行った。

農水産課

博物館
環境政策課

里山を保全し
再生します

里山の保全・再生とふ
れあいの推進

里山保全モデル事業
の開催回数・参加人
数

7回
80人

５月に 第１回 平塚市土屋頭無地区里山保全協議会
を開催し、市民ボランティアや里山保全団体、
ジュニアリーダーなど１６名が参加した。
第２回は１０月に開催予定であり、３月まで毎月
開催する。

環境政策課

自然環境の
保全と再生

生物多様性を
保全します

生物多様性の保全対
策の推進

自然についての講
座、観察会等の参加
人数

75人

博物館周辺の植物を観察する自然観察さんぽ会
（2回、9人）や、セミの抜け殻の見分け方や金目
川の野鳥を観察する自然教室（3回、22人）を開
催した。

農地を保全し
活用します

農業の活性化と農業と
のふれあいの推進

耕作放棄地面積 5.8ha

平塚市環境共生型企
業懇話会の参加企業
延べ数

65企業

上半期の参加企業延べ数　35企業
（内訳）
　・第1回懇話会　11企業
　・第2回懇話会　11企業
　・環境フェアへの展示　4企業
　・第1回役員会　5企業
　・第2回役員会　4企業

産業振興課

「環境市民」
の取組や連
携を支援しま
す

市民活動や企業の取
組に対する支援

環境ファンクラブの会
員数

102人

緑化まつり、ひらつか環境フェア等を実施し、ひ
らつか環境ファンクラブの周知を行い、上半期で
は、２団体の新規入会があった。今後も各種イベ
ントやホームページ等の機会を利用して活動を広
く紹介し、会員数の増加を目指している。

環境政策課

主管課

「環境市民」
による活動の
促進

「環境市民」を
ふやします

幼稚園・小中学校など
における環境教育の充
実

わかば環境ＩＳＯで独
自の分野に取り組ん
でいる幼稚園・小中学
校数

52園・校

今年度から私立幼稚園１園の新規参加があり、平
塚市立小中学校全４３校、平塚市立幼稚園全5
園、私立幼稚園５園の計５３校（園）が、それぞ
れ共通メニュー及び独自メニューの実践に引き続
き取り組んでいる。

教育総務課

施策の方向 施策の柱 施策の項目 目標 Ｈ２６年度　上半期の進捗状況
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平成２６年度（上半期実績）

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

主管課施策の方向 施策の柱 施策の項目 目標 Ｈ２６年度　上半期の進捗状況

5.40㎡ 5.45㎡ 5.50㎡

4地区 4地区 4地区

10,000 kW
適宜見直し

(11,560kW
)

(13,270kW
)

9,000人 10,000人 10,000人

95企業 100企業 100企業

911g 910g 910g

25.0% 25.0% 25.0%

循環型社会を
つくります

廃棄物の発生抑制・資
源化・適正処理の推進

市民１人が1日に排出
するごみの量

907g

年度を通しての実績値のため未集計。
なお、発生抑制、資源化、適正処理の推進施策は
実施している。 循環型社会

推進課

ごみの資源化率
循環型社会
推進課

くらしや事業活動にお
ける環境への配慮の
促進

「ひらつかCO2 CO2プ
ラン」に取り組んだ人
数

8,508人

小中学生編と一般家庭編に9,745人の参加報告が
あった。引き続き、受付と集計を行っている。

環境政策課

みどり公園・
水辺課

平塚市環境共生型企
業懇話会の参加企業
延べ数（再掲)

65企業
地球環境保
全への貢献

地球温暖化
防止に取り組
みます

新エネルギーの導入
促進

一般住宅の太陽光発
電システムによる発
電力

8,558kW
（助成対象
累計）

循環型社会
推進課

各種イベントにおけるリーフレットの配布やホー
ムページ等の掲載により、制度の周知を積極的に
行った。9月末現在で、４００件の枠のうち約１
６０件の申し込みを受け付けた。

上半期の参加企業延べ数　35企業
（内訳）
　・第1回懇話会　11企業
　・第2回懇話会　11企業
　・環境フェアへの展示　4企業
　・第1回役員会　5企業
　・第2回役員会　4企業

23.8%

年度を通しての実績値のため未集計。
なお、施策は実施している。

産業振興課

環境政策課

都市環境の
保全と創造

うるおいとや
すらぎのある
まちにします

みどりのネットワークの
形成

市民１人当たりの都
市公園の面積

5.40㎡

平成２５年度末に新たに4.70ｈａを供用開始し、
一人当たり0.21ｈａ増えた。平成２６年度上半期
では、その数値を維持した。

さわやかで清潔なまち
づくりの推進

美化推進モデル地区
の指定

4地区

美化推進モデル地区に対し、ごみ袋やチラシの配
布、またクリーンひらつか指導員の派遣によるさ
わやか条例のPRを行った。

重点施策の目標　2 / 2



平成２６年度（上半期実績）

（２）環境基本計画　重点施策の具体的な取組

２６年度 ２７年度 ２８年度

幼稚園・小中
学校での取組
の推進
ホームページ
における取組
状況の発信
（年２回更新
等）

⇒ ⇒

前年度の反省を踏まえ、各校
（園）で計画を作成し、実践
を行う。
平成25年度の各校（園）の主
な取組み事例等をホームペー
ジで紹介する。

各校（園）で共通メニュー及
び独自メニューについて計画
を作成し実践している。
小学校１校、中学校１校、幼
稚園１園の計３校（園）の取
組み事例を紹介するために
ホームページを更新した。

前期に続き、継続的な実践
を重ね、外部評価者によ
り、取組み状況の確認を行
う。
平成2６年度の取組み報告に
基づいた各校（園）の主な
取組み事例を紹介する。

民間幼稚園で
の「わかば環
境ISO」の取組
の促進

⇒ ⇒

私立幼稚園園長会等で取組み
の啓発に努める。

まだこの取組みに参加してい
ない私立幼稚園へ制度につい
て案内し、新規に取組み参加
を呼びかけた。

来年度から新たに取組みを
開始する幼稚園が生じるよ
う、引き続き私立幼稚園園
長会等で取組みへの参加を
呼び掛ける。

環境配慮に関
する学習や家
庭への普及･
啓発の実施
（公立保育園
全園で実施）

⇒ ⇒

ゴーヤ等を利用した緑のカー
テンに積極的に取り組みま
す。特に、夏場の水利用に配
慮する。

行事の際にペットボトルなど
の廃材を利用して作品を作成
した。ゴーヤ等の緑のカーテ
ンを実施した。水遊びの際に
節水を心がけ、排水を再利用
した。

廃材を利用した作品を作る
など、イベント等で積極的
にリサイクルを行う。

民間保育園で
の環境配慮物
品の利用促進
等 （全園に協
力依頼）

⇒ ⇒

継続して環境に配慮してもら
うよう呼びかける。

環境配慮行動チェックシート
を配布し、環境に対する意識
を高めてるよう呼びかけた。

継続して環境に配慮しても
らうよう呼びかける。

「ごみ学
級」等の実
施

「ごみ学
級」等の実
施

全小学校２８校
で実施

⇒ ⇒

小学校４年生を対象に市内２
８校で実施を予定している
（４月～６月）。

申し込みのあった市内２７校
にて実施し、２１９９人の児
童が参加した。

実施予定なし。

循環型社会
推進課
環境政策課

環境学習
教材や情
報の提供

環境学習
教材や情
報の提供

教材の貸出、
環境学習ガイ
ドホームページ
の更新、他団
体等との連携
の施行等

⇒ ⇒

教材の貸出について、ホーム
ページや各イベント等での周
知を行う。
「わたしたちの平塚」を新３
年生へ配布する。
環境学習教材の貸し出しを行
う。

・教材の貸出について、ホー
ムページや各イベント等で周
知を行い、２件（書籍、手回
し発電機等）の貸出をした。
・環境学習教材の貸し出しを
行った。
・新しい環境事業センターの
稼働にあわせて改定した「わ
たしたちの平塚」を新小学３
年生に配布した。

・教材の貸出について、
ホームページや各イベント
等での周知を行う。
・環境学習教材の貸し出し
を行う。
・「わたしたちの平塚」の
必要部分の改定と、新小学
３年生への配布準備を行
う。

環境政策課
教育研究所

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２６年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

「環境
市民」
をふや
します

幼稚
園・小
中学校
などに
おける
環境教
育の充
実

①幼稚
園・保育
園・小中
学校での
環境学
習の推
進

「わかば環
境ISO」の
推進

「わかば環
境ISO」の
推進

②学校な
どでの環
境学習
の支援

教育総務課
教育指導課
環境政策課

保育園に
おける環
境への取
組の促進

保育園に
おける環
境への取
組の促進

保育課

「環境
市民」
による
活動の
促進
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平成２６年度（上半期実績）

（２）環境基本計画　重点施策の具体的な取組

２６年度 ２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２６年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

「環境活動
支援事業」
等による
支援

「環境活動
支援事業」
等による支
援

助成金交付
講座開催
情報提供

⇒

・率先して環境保全活動を行
う市民を増やすため、環境市
民リーダー養成講座を行う。
また、緑化まつり及びひらつ
か環境フェアへ出展する。

・25年度助成を受けた市民活
動団体の活動の成果報告会を
開催する。（4月）
・26年度の助成が決定した団
体に助成金を交付する。

・率先して環境保全活動を行
う市民を増やすため、環境市
民リーダー養成講座を行っ
た。また、緑化まつりやひら
つか環境フェアへ出展した。
・２５年度助成を受けた市民
活動団体の成果報告会を４月
２６日に開催した。
・２６年度助成団体８団体に
助成金を交付した。

・上半期の実施状況を振り
返るとともに、翌年度に向
けた取組を検討する。
・２６年度助成対象の団体
に中間ヒアリングを実施
し、事業の進捗状況を確認
する。（９～１１月）
・２７年度の助成分につい
て審査会を実施する。（３
月）

環境政策課
協働推進課

環境保全
活動団体
への支援

環境保全
活動団体
への支援

事業費の助成
研修会等の開
催
情報提供等

⇒

環境保全活動団体への支援を
行う。

・公園愛護会連絡協議会総会
の開催
・会報の発行
・情報提供、活動支援等

公園愛護会
補助金・交付金の交付、会報
の発行、研修会の実施、総会
の開催を行った。

公園愛護会
会報の発行及び第２回事業
を開催する。

循環型社会
推進課
みどり公園
・水辺課

平塚市環
境共生型
企業懇話
会の開催

平塚市環
境共生型
企業懇話
会の開催

懇話会の開催
活動発表 ⇒ ⇒

講演会と施設見学を開催し、
その他に役員会とパネル展示
等による活動発表を行う。

講演会と施設見学を開催し、
その他に役員会と、環境フェ
アにおいてパネル展示等によ
る活動発表を行った。

施設見学と事例研究を開催
し、その他に役員会とパネ
ル展示等による活動発表を
行う。

産業振興課

公害関係
法令に関
する情報
提供

公害関係
法令に関
する情報
提供

公害関係法令
に関する説明
会の開催、
ホームページ
による情報発
信等

⇒ ⇒

・ホームページでは、随時情
報発信を行う。
・事業場立入時に、最新の情
報をチラシ等で周知する。
・事業者説明会の内容、対象
事業場について検討を進め
る。

・必要な情報発信を行った。
・事業所立入時にチラシの配
布を行った。（32社）
・事業所説明会の実施に向け
て対象事業所の検討を行っ
た。

・法令改正、その他必要な
情報について、随時情報発
信に努める。
・大気関係立入時に配付す
るチラシの内容を検討す
る。
・詳細を決定し、年度内に
説明会を実施する。

環境保全課

③「環境
市民」の
ネット
ワークづ
くりの促
進

「ひらつか
環境ファン
クラブ」の
活動の促
進

「ひらつか
環境ファン
クラブ」の
活動の促
進

活動発表会
４回開催

〃
４回開催

〃
４回開催

緑化まつり及び環境フェアへ
出展する。

緑化まつり、ひらつか環境
フェアのイベントで、環境教
室やパネル展示等による活動
発表を行った。

活動発表会及び環境パネル
展を開催する。

環境政策課

「環境
市民」
の取組
や連携
を支援
します

市民活
動や企
業の取
組に対
する支
援

①市民
の環境
保全活
動に対す
る支援

②環境に
やさしい
企業づく
りの支援
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平成２６年度（上半期実績）

（２）環境基本計画　重点施策の具体的な取組

２６年度 ２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２６年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

①生物
多様性
の保全
策の検
討

生物多様
性の保全
に向けた
仕組みづく
りの検討

生物多様
性の保全
に向けた
仕組みづく
りの検討

方針等の整理 戦略策定 進行管理

戦略策定に向け、庁内関係各
課によるワーキング等を行
う。

戦略策定の準備として、有識
者などにヒアリングを行うな
どの、今年度の対応を決定し
た。

庁内ワーキング会議を実施
する。有識者などに、ヒア
リングを実施、戦略策定に
つながる基礎データを収集
する。

環境政策課

②野生
生物の
情報収
集

野生生物
の情報収
集・発信

野生生物
の情報収
集・発信

情報収集・発
信

⇒ ⇒

市内各所の植物に関する情報
を収集し、標本とデータを整
理する。

湘南地区の植物標本の集約と
整理を行った。

引き続き湘南地区の植物標
本とデータの整理を進め
る。 博物館

みどりと水
辺のネット
ワークの
形成

みどりと水
辺のネット
ワークの
形成

植栽等の整備 ⇒ ⇒

公共スペースへの植栽等の整
備を推進し、みどりと水辺の
ネットワークを形成すること
によって、生物の生育・生息
空間の連続性を確保する。

公共・公益スペースへの植栽
等を行い、緑のネットワーク
形成を図った。公園、広場等
の公共用地及び公民館等の２
２０個のプランターや花壇に
住民団体、公共機関の協力を
得ながら花苗を植栽した。

公共スペースへの植栽等の
整備を推進し、みどりと水
辺のネットワークを形成す
ることによって、生物の生
育・生息空間の連続性を確
保する。

みどり公園
・水辺課

生物空間
の維持管
理と利用

生物空間
の維持管
理と利用

維持管理と利
用

⇒ ⇒

里山保全モデル事業、環境教
室、大学交流事業を実施す
る。

馬入水辺の楽校にて「エコ
アップ隊」を実施する。

馬入水辺の楽校にて「エコ
アップ隊」を7回実施した。

里山保全モデル事業（里山の
下草刈り等）、環境教室、大
学交流事業（田植え）を実施
した。

馬入水辺の楽校にて「エコ
アップ隊」を８回実施す
る。

里山保全モデル事業、大学
交流事業を実施する。

環境政策課
農水産課
みどり公園
・水辺課

④野生
生物へ
の理解
の促進

自然につ
いての展
示、講座、
観察会等
の実施

自然につ
いての展
示、講座、
観察会等
の実施

４回 ４回 ４回

自然教室や自然観察さんぽな
どの行事を開催する。

博物館周辺の植物を観察する
自然観察さんぽ会（2回、9
人）や、セミの抜け殻の見分
け方や金目川の野鳥を観察す
る自然教室（3回、22人）を
開催した。

吉沢地区でキノコの観察会
を1回実施するほか、室内で
の講座を実施し観察会とは
別の層の市民を対象に、身
近な生物への理解促進を図
る。

博物館

鳥獣対策
の推進

鳥獣対策
の推進

予防策の周
知、イノシシ捕
獲檻の設置　２
４箇所

２８箇所 ３０箇所

イノシシ檻４基、カラス檻１
基を新規に設置する。

カラス檻１基を新規設置し
た。捕獲檻の維持管理等に必
要な講習会を実施した。

イノシシ檻4基を新規に設置
する予定。 環境政策課

農水産課

特定外来
生物の防
除

特定外来
生物の防
除

捕獲・処分の
実施

⇒ ⇒

引き続き、周知、捕獲等実施
する。

アライグマ39匹の捕獲等を実
施した。

引き続き、周知、捕獲等実
施する。 環境政策課

⑤鳥獣
対策の
推進

自然環
境の保
全と再
生

生物多
様性を
保全し
ます

生物多
様性の
保全対
策の推
進

③生物
空間の
保全対
策の推
進
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平成２６年度（上半期実績）

（２）環境基本計画　重点施策の具体的な取組

２６年度 ２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２６年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

①里山
保全モデ
ル地区に
おける活
動の推
進

里山保全
モデル地
区におけ
る活動の
推進

里山保全
モデル地
区におけ
る活動の
実施

里山の維持管
理と活用

⇒ ⇒

５月に開催する。 里山保全モデル事業（里山の
下草刈り等）を１回開催し
た。

里山保全モデル事業を６回
開催する予定。

②市民を
主体とし
た継続的
な里山保
全活動
の促進

市民を主
体とした継
続的な里
山保全活
動の促進

市民を主
体とした継
続的な里
山保全活
動の促進

里山保全に関
する講座・研修
の実施、市民
を主体とした里
山保全活動の
実施、ホーム
ページ等によ
る里山保全に
関する情報の
発信

⇒ ⇒

里山保全に関する研修等を実
施します。ホームページ等で
情報発信を行う。

平塚市内で里山保全活動をす
る１団体に対して補助金を交
付した。他の１団体について
は、１１月に補助金を交付す
る予定。

引き続き、市民活動支援を
行う。

③里山
の自然と
のふれあ
いの促進

里山体験
教室等の
開催

里山体験
教室等の
開催

９回 ９回 ９回

里山保全モデル事業を１回、
市民・大学交流事業を１回、
夏休み子ども環境教室を１回
開催する。

里山保全モデル事業（里山の
下草刈り等）を１回、市民・
大学交流事業（田植え）を１
回、夏休み子ども環境教室を
１回開催した。

里山保全モデル事業を６
回、市民・大学交流事業を
２回開催する予定。

環境政策課

担い手育
成事業

担い手育
成事業

農業経営改善
計画認定推進
活動の実施

⇒

認定農業者の再認定活動を確
実に行うことを中心に、農業
経営改善計画認定推進活動を
推進する。

認定農業者の再認定活動を９
件行った。また、新規認定農
業者を１件認定し、農業経営
改善計画認定推進活動を推進
した。

認定農業者の再認定活動を
引き続き行い、農業経営改
善計画認定推進活動を推進
する。

サポート
ファーマー
育成事業

サポート
ファーマー
育成事業

農作業研修・
講義の開催

⇒ ⇒

市民を対象とした農作業研修
を実施する。

市民1４名を対象に農作業研修
を実施した。

市民1４名を対象に農作業研
修を実施する。

農地の貸
し借りの促
進

農地の貸
し借りの促
進

農地制度に関
する情報の発
信による農地
の貸し借りの
促進

⇒ ⇒

遊休化防止・解消を図るた
め、パンフレットの配布等に
よる農地制度の情報発信を行
い、意欲のある担い手への農
地の利用集積を促進する（年
間目標７ha）。

約７．０ｈａの農地の利用集積を
行った。
パンフレット『農地の貸し借りを
すすめましょう！』を市内２００
０戸の農家に配布するなどにより
農地利用に関する情報発信を行っ
た。

さらに、貸し借りを促進し
更なる利用集積を目指す。

農業委員会

環境政策課

里山を
保全し
再生し
ます

里山の
保全・
再生と
ふれあ
いの推
進

①農業
活性化
の推進

農水産課
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平成２６年度（上半期実績）

（２）環境基本計画　重点施策の具体的な取組

２６年度 ２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２６年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

市民農園
整備支援
事業

市民農園
整備支援
事業（市民
農園整備
に対する
助成・開
設）

１箇所 １箇所 １箇所

市民農園の候補地の選定と開
設に向け事前調査等の手続き
を行う。

市民農園の候補地を選定（西真
土）。開設に向け事前調査等の手
続きを行った。

平成２７年３月の市民農園
開園に向けて、事務手続き
を行う。

農の体験・交
流館の管理運
営・広報活動
の実施

⇒ ⇒

大型市民農園施設(管理休憩施
設・公的農園)の管理運営を行
う。

大型市民農園施設(管理休憩施
設・公的農園)の管理運営を良好
に行った。農の体験・交流館だよ
りを発行し、周知を行った。

大型市民農園施設(管理休憩
施設・公的農園)の管理運営
を行う。

花畑創出事業
の実施

⇒ ⇒

水田農業における休耕期に、
農業者の参画のもと、 クリム
ソンクローバー等の景観形成
作物の栽培ができるようJAと
協力して準備を行う。

水田農業における休耕期を活用
し、農業者の参画のもと、 クリム
ソンクローバー等の景観形成作物
の栽培ができるよう準備を行っ
た。

10月以降に播種を開始する
予定。

農業体験
学習の支
援

農業体験
学習の支
援

農業体験学習
の支援

⇒ ⇒

米づくり体験について、田植
え体験、草とり体験を行う。

上半期は6月21日に田植え、7
月20日に管理作業（草取り）
を実施した。

10月18日、19日に稲刈
り、脱穀作業を行う。

ベジ太を活用
して平塚産農
産物をＰＲ

⇒ ⇒

着ぐるみを様々な場で活用す
ることで平塚産農産物の販売
促進につなげる。

SunSunマルシェ、緑化まつ
りのほか、様々なイベントに
参加し、平塚産農産物をＰＲ
した。

でてこいまつりやひらつか花ア
グリ収穫祭など引き続きイベン
トに積極的に参加して、平塚産
農産物をＰＲする。

学校給食にお
ける地場産品
の利用

⇒ ⇒

地元農家が生産した新鮮な野
菜、平塚漁港で水揚げされた
魚や水産加工品等地場産品の
使用を推進する。

平塚産野菜を月平均で４～５品目決
めて、さらに指定品以外でも平塚産
が供給可能な場合は積極的に使用す
ることが定着した。（学校栄養士業
務軽減のため中間集計なし）

地元農家が生産した新鮮な
野菜、平塚漁港でみずあげ
された魚や水産加工品等地
場産品の使用を推進する。

学校給食課

「湘南ひらつか
ふれあいマー
ケット」の開
催、「湘南ひら
つか名産品」
の普及・PR等

⇒ ⇒

湘南ひらつかふれあいマー
ケットを月１回開催する。
湘南ひらつか名産品の普及・
宣伝を行う。

湘南ひらつかふれあいマー
ケットを月１回（計6回）開催
した。 「湘南ひらつか名産
品」の普及・宣伝のため、
「湘南ひらつか七夕まつり」
等の各種催事に参加した。

湘南ひらつかふれあいマー
ケットを月１回開催する。
湘南ひらつか名産品の普
及・宣伝を行う。

地域ブランドの
開発支援等の
実施

⇒ ⇒

産業活性化会議の開催及び各
プロジェクトを開催する。

産業活性化会議の開催のほか、6
次産業化・地産地消法、中小企業
地域資源活用促進法による認定事
業者の連絡会を立上げ、新商品等
の開発の支援を実施した。

産業活性化会議及び各プロ
ジェクトを開催する。

③ 地産
地消の
推進

農地を
保全し
活用し
ます

農業の
活性化
と農業
とのふ
れあい
の推進

②市民と
農業との
ふれあい
の充実

ひらつか
花アグリ
「農の体
験・交流
館」の運営

ひらつか
花アグリ
「農の体
験・交流
館」の運営

地産地消
の推進

地産地消
の推進

地場産品
の普及

地場産品
の普及

産業振興課
農水産課
商業観光課

農水産課
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平成２６年度（上半期実績）

（２）環境基本計画　重点施策の具体的な取組

２６年度 ２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２６年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

①拠点と
なるみど
りの確保

身近な公
園整備の
推進

身近な公
園整備の
推進

高麗山公園再
整備、街区公
園再整備

⇒ ⇒

高麗山公園内の桜の補植を
予定。

公共施設への
草花等の配布

⇒ ⇒

年1回（下半期）実施する。 上半期は実績なし。 10月に公共施設等へ花苗を
6,480株、球根を18,360
球を配布する。

モデル地区へ
の草花の苗の
配布

⇒ ⇒

モデル地区及びモデル商店街
へ花苗を2800株、商店会へ
250株を配布する。

６月にモデル地区及びモデル
商店街へ花苗を2,800株、商
店会へ370株を配布した。

１１月にモデル地区及びモ
デル商店街へ花苗を2,800
株、商店会へ360株を配布
する。

新たな生
垣の設置
に対する
助成

新たな生垣設置に対して助成
を行う。（年間目標160m）

33.4mの生け垣が設置され、
これに対し助成した。

新たな生垣設置に対して助
成を行う。（年間目標
160m）

保全樹林
制度による
樹木等の
保全

保全樹木６２本
保全樹林９箇所
保全生垣５箇所

〃　　６３本
〃　　９箇所
〃　　５箇所

未定

保全樹木62本
保全樹林9箇所
保全生垣5箇所

保全樹木59本
保全樹林9箇所
保全生垣5箇所

保全樹木59本
保全樹林9箇所
保全生垣5箇所

道路沿い
の緑化

道路沿い
の緑化

市民による緑
化協力箇所数
 １０箇所
 (苗木の提供
３,８００本)

〃１１箇所
（〃　３,９００
本）

〃１２箇所
（〃　４,０００
本）

10箇所に2000本程度の提供
を行う。

８箇所に花苗1805本、培養土
等22袋を提供した。

１０箇所に2000本程度の
提供を予定している。

道路管理課

緑化に関
する普及
啓発の実
施

緑化に関
する普及
啓発の実
施

緑化まつり、緑
化ポスター・標
語コンクールの
実施

⇒ ⇒

第41回平塚市緑化まつりを実
施する。
第41回平塚市緑化ポスター・
標語コンクールを実施する。

第41回緑化まつりを実施し
た。（来場者55,000人）
第41回平塚市緑化ポスター・
標語コンクールを実施した。
（応募数：ポスター633点、
標語1,112点）

第42回平塚市緑化まつり開
催に向けた検討を行う。
第４１回平塚市緑化ポス
ター・標語コンクール表彰
式を実施する。

市民の緑
化活動に
対する支
援

市民の緑
化活動に
対する支
援

緑化モデル団
体や公園愛護
会の活動に対
する支援

⇒ ⇒

うるおいとやすらぎのあるま
ちにするため、市民の緑化活
動に対する支援策として、地
域で緑化を推進する「緑化モ
デル団体」及び「公園愛護
会」への支援を継続し、みど
りのネットワーク形成に努め
る。

公園愛護会
補助金・交付金の交付、会報
の発行、研修会の実施、総会
の開催を行った。
緑化モデル団体２５団体に花
苗を配布した。

公園愛護会
会報の発行、第２回事業の
開催を行う。
緑化モデル団体のうち、２
団体に団体運営補助金を交
付した。また、その他のモ
デル団体に花苗を配布し
た。

みどり公園
・水辺課

その他民有地緑化策についても検討

都市環
境の保
全と創
造

うるお
いとや
すらぎ
のある
まちに
します

みどり
のネッ
トワー
クの形
成

③市民
や事業
者による
緑化活
動の支
援と促進

②みどり
のつなが
りの確保

花とみどり
のまちづく
りの推進

花とみどり
のまちづく
りの推進

生垣の設
置促進と
良好な樹
木等の保
全

みどり公園
・水辺課
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平成２６年度（上半期実績）

（２）環境基本計画　重点施策の具体的な取組

２６年度 ２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２６年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

事業所等
における
緑化の促
進

事業所等
における
緑化の促
進

事業所等にお
ける緑化促進
に関する指導

⇒ ⇒

まちづくり条例に基づき、事
業所等における緑化促進に関
する指導を実施する。

まちづくり条例に基づき、緑
化指導を実施した。（緑化計
画書の提出は42件、その他に
も出来るだけ多くの緑地を確
保を促した。）

まちづくり条例に基づき、
事業所等における緑化促進
に関する指導を実施する。 みどり公園

・水辺課

「美化推進
モデル地
区」におけ
る取組の
支援

「美化推進
モデル地
区」におけ
る取組の
支援

モデル地区・活
動等の充実

⇒ ⇒

引き続き指定地区への支援を
行う。

美化推進モデル地区に対し、
ごみ袋やチラシの配布、また
クリーンひらつか指導員の派
遣によるさわやか条例のPRを
行った。

引き続き指定地区への支援
を行う。

地区美化
推進委員
会に対す
る支援

地区美化
推進委員
会に対す
る支援

活動に対する
助成や連絡協
議会の開催等

⇒ ⇒

事業計画にさわやか条例の見
直しに向けた協議を追加し意
見交換等を行う。

連絡協議会を開催し、まちぐ
るみ大清掃や補助金支給に関
する事務連絡を行った。各地
区の取組について情報交換を
行った。さわやか条例のアン
ケートを実施した。

連絡協議会を開催し、まち
ぐるみ大清掃や報告書の記
載に関する事務連絡を行う
ほか、事業仕分けの内容を
共有し、さわやか条例の見
直しについて意見を集約す
る予定。

清潔なま
ちづくりに
向けた普
及啓発の
実施

清潔なまち
づくりに向
けた普及
啓発の実
施

まちぐるみ大
清掃の実施
（年２回）、ポイ
捨て防止キャ
ンペーンの実
施等

⇒ ⇒

引き続きまちぐるみ大清掃や
キャンペーンを行う。

春のまちぐるみ大清掃を１
回、条例キャンペーンを3回実
施した。

秋のまちぐるみ大清掃を１
回、土木部との合同による
条例キャンペーンを１回実
施する予定。

各施設の完成
に向けた工事

競輪場メイン
スタンド改修
工事等の発注
各施設の完成
に向けた工事

各施設の完成
に向けた工事

各施設の完成に向けた工事を
推進する。

新庁舎へ太陽光発電システム
を導入した。

各施設の完成に向けて工事
を推進する。

建築住宅課
事業担当課

屋根貸し制度
等に関する調
査・検討、導入
可能な施設へ
の整備

⇒ ⇒

他市の設置事例の調査・研究
を実施するとともに課題等に
ついて整理、検討を行う。ま
た、導入可能性のある施設等
の精査を行う。

他市の設置事例の調査・研究
を実施するとともに課題等に
ついて整理、検討を行った。
また、導入可能性のある施設
等の精査を行うとともに、施
設所管課等と調整を行った。

関係課との協議をさらに進
めていき、導入施設の決定
や、事業者選定手続きを進
める。 環境政策課

さわや
かで清
潔なま
ちづく
りの推
進

①さわや
かで清潔
なまちづ
くりの推
進

地球環
境保全
への貢
献

①公共
施設にお
ける新エ
ネルギー
の率先
導入

公共施設
への太陽
光発電シ
ステムの
率先導入

公共施設
への太陽
光発電シ
ステムの
率先導入

循環型社会
推進課
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平成２６年度（上半期実績）

（２）環境基本計画　重点施策の具体的な取組

２６年度 ２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２６年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

新エネル
ギー導入
に関する
調査・検討
の実施

新エネル
ギー導入
に関する
調査・検討
の実施

調査・検討 ⇒ ⇒

引き続き新エネルギーに関す
る情報収集などを行う。

環境審議会の自主勉強会に向
け、再生可能エネルギー等の
参考資料を作成した。

環境審議会に配布し、導入
可能性について検討する。
また、引き続き新エネル
ギーの導入に関する情報収
集に努める。

太陽光発電シ
ステムの設置
に対する助成
　　４００件

（〃　４５０件）
適宜見直し

（〃　４５０件）
適宜見直し

広報ひらつかやホームページ
等への掲載、各イベントで周
知し、4０0件の助成を行う。

　各種イベントにおけるリー
フレットの配布やホームペー
ジ等の掲載により、制度の周
知を積極的に行った。9月末現
在、約１６０件の申し込みを
受け付けた。

ホームページ等への掲載、
各イベントでの周知を行
い、４００件の助成を行
う。

燃料電池の設
置に対する助
成
　　７０件

（〃　７０件）
適宜見直し

（〃　７０件）
適宜見直し

広報ひらつかやホームページ
等への掲載、各イベントで周
知し、７０件の助成を行う。

　各種イベントにおけるリー
フレットの配布やホームペー
ジ等の掲載により、制度の周
知を積極的に行った。9月末現
在、４０件の申し込みを受け
付けた。

ホームページ等への掲載、
各イベントでの周知を行
い、７０件の助成を行う。

事業者の
太陽光発
電システ
ム等の設
置に対す
る支援

事業者の
太陽光発
電システム
等の設置
に対する
支援

本市融資制度
内に資金メ
ニューの設置
利子補給・信
用保証料補助

⇒ ⇒

資金メニューに「地球温暖化
対策資金」を設置するととも
に、融資を受けた事業者に対
し、利子補給・信用保証料補
助を行う。

資金メニューに「地球温暖化
対策資金」を設置。融資及び
相談件数とも０件だった。利
子補給を１件実施した。

資金メニューに「地球温暖
化対策資金」を設置すると
ともに、融資を受けた事業
者に対し利子補給・信用保
証料補助を行う。

産業振興課

新エネル
ギーに関
する普及
啓発の実
施

新エネル
ギーに関
する普及
啓発の実
施

イベントでの
PRや子ども環
境教室の開催
など

⇒ ⇒

緑化まつりやひらつか環境
フェアで環境教室を開催す
る。

緑化まつりやひらつか環境
フェアなどのイベントで新エ
ネルギーに関する環境教室を
開催した。

上半期の実施状況を振り返
るとともに、翌年度に向け
た取組を検討する。

環境政策課

環境政策課

新エネ
ルギー
の導入
促進

②一般
家庭や
事業者
への太
陽光発
電システ
ム等の
導入促
進

一般住宅
への太陽
光発電シ
ステム等
の設置に
対する助
成

一般住宅
への太陽
光発電シ
ステム等
の設置に
対する助
成
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平成２６年度（上半期実績）

（２）環境基本計画　重点施策の具体的な取組

２６年度 ２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２６年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

日常生活
における
環境への
配慮の取
組の促進

日常生活
における
環境への
配慮の取
組の促進

「ひらつか
CO2CO2プラ
ン」の取組呼び
かけなど

⇒ ⇒

７月に、各小中学校を通じ
て、児童・生徒及び保護者等
の市民に取り組みを呼びかけ
る。

ひらつか環境フェア等のイベ
ントや小中学校等を通して、
市民等にコツコツプラン等の
普及を働きかけた。

上半期の実施状況を振り返
るとともに、翌年度の取り
組みを検討する。

太陽光発電シ
ステム等の設
置に対する助
成
　　４００件

（〃　４５０件）
適宜見直し

（〃　４５０件）
適宜見直し

広報ひらつかやホームページ
等への掲載、各イベントで周
知し、4０0件の助成を行う。

各種イベントにおけるリーフ
レットの配布やホームページ
等の掲載により、制度の周知
を積極的に行った。9月末現
在、約１６０件の申し込みを
受け付けた。

ホームページ等への掲載、
各イベントでの周知を行
い、4０0件の助成を行う。

燃料電池の設
置に対する助
成
　　７０件

（〃　７０件）
適宜見直し

（〃　７０件）
適宜見直し

広報ひらつかやホームページ
等への掲載、各イベントで周
知し、７０件の助成を行う。

各種イベントにおけるリーフ
レットの配布やホームページ
等の掲載により、制度の周知
を積極的に行った。9月末現
在、４０件の申し込みを受け
付けた。

ホームページ等への掲載、
各イベントでの周知を行
い、７０件の助成を行う。

電気自動
車等の導
入に対す
る助成

電気自動
車等の導
入に対す
る助成

電気自動車
２５件

－ －

広報ひらつかやホームページ
等への掲載、各イベントでの
周知を行い、電気自動車の導
入に対して２５件の助成を行
う。

各種イベントにおけるリーフ
レットの配布やホームページ
等の掲載により、制度の周知
を行った。その結果、９月末
現在、１２件の申し込みを受
け付けた。

ホームページ等への掲載や
各イベントでの周知を行
い、電気自動車２５台の助
成を行う。

自治会等
が管理す
る防犯灯
へのLED
の導入に
対する助
成

自治会等
が管理す
る防犯灯
へのLED
の導入に
対する助
成

設置費の助成 ⇒ ⇒

LED街路灯80灯分の助成を行
う。

155灯のLED防犯灯導入に対
して助成を行った。

130灯のLED防犯灯の導入
に対して助成を行う。（自
治会等のＬＥＤ防犯灯への
需要が増加したことから、
当初予定の80灯から上方修
正する。）

危機管理課

雨水の有
効活用の
促進

雨水の有
効活用の
促進

雨水貯留槽の
設置に対する
助成
     ２０基

〃
２０基

〃
２０基

雨水貯留槽の設置に対する助
成を 行う。(15基)

雨水貯留槽の設置に対する助
成を行った。 (7基)

雨水貯留槽の設置に対する
助成 を行う。(13基) 下水道経営

課

環境政策課

一般住宅
への太陽
光発電シ
ステムの
設置に対
する助成
（再掲）

地球温
暖化防
止に取
り組み
ます

①環境に
配慮した
くらしの
普及

一般住宅
への太陽
光発電シ
ステムの
設置に対
する助成
（再掲）
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平成２６年度（上半期実績）

（２）環境基本計画　重点施策の具体的な取組

２６年度 ２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２６年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

省エネル
ギー機器
等の利用
促進

省エネル
ギー機器
等の利用
促進

イベント等にお
ける情報提供

⇒ ⇒

　市民団体や事業者等と協力
し、８月に「ひらつか環境
フェア２０１４」を開催し、
省エネ機器等の情報提供を行
う。

市民団体や事業者等と協力
し、８月に「ひらつか環境
フェア２０１４」を開催し、
省エネ機器等の情報提供を
行った。

上半期の実施状況を振り返
るとともに、翌年度に向け
た取組を検討する。

クール・ビ
ル作戦等
の実施

クール・ビ
ル作戦等
の実施

クール・ビル作
戦、クール・タ
ウン作戦の実
施

⇒ ⇒

クール・タウン作戦を実施
し、ゴーヤ苗を市民に配布す
る。

希望する市民に対して、ゴー
ヤ苗の配布するとともに「み
どりのカーテンコンテスト」
参加者を募集した。

「みどりのカーテンコンテ
スト」入賞者に対して、表
彰式を開催する。

平塚市環
境共生型
企業懇話
会の開催
（再掲）

平塚市環
境共生型
企業懇話
会の開催
（再掲）

懇話会の開催
活動発表 ⇒ ⇒

講演会と施設見学を開催し、
その他に役員会とパネル展示
等による活動発表を行う。

講演会と施設見学を開催し、
その他に役員会と、環境フェ
アにおいてパネル展示等によ
る活動発表を行った。

施設見学と事例研究を開催
し、その他に役員会とパネ
ル展示等による活動発表を
行う。

事業者の
太陽光発
電システ
ム等の設
置に対す
る支援
（再掲）

事業者の
太陽光発
電システム
等の設置
に対する
支援

本市融資制度
内に資金メ
ニューの設置
利子補給・信
用保証料補助

⇒ ⇒

資金メニューに「地球温暖化
対策資金」を設置するととも
に、融資を受けた事業者に対
し利子補給・信用保証料補助
を行う。

資金メニューに「地球温暖化
対策資金」を設置した。融資
及び相談件数とも０件だった
が、利子補給を１件実施し
た。

資金メニューに「地球温暖
化対策資金」を設置すると
ともに、融資を受けた事業
者に対し利子補給・信用保
証料補助を行う。

事業活動
における
環境への
配慮の促
進

事業活動
における
環境への
配慮の促
進

事業者に対す
る働きかけ、情
報提供、 設備
導入に対する
助成

⇒ ⇒

環境設備の導入助成制度を広
報紙、ホームページ、チラシ
などにより周知を行う。

企業立地促進補助金環境施設
整備助成金の申請が１件あっ
た。

コツコツプラン（事業者
編）を市ホームページに掲
載し、周知する。
環境設備の導入助成制度を
広報紙、ホームページ、チ
ラシなどにより周知する。

産業振興課
環境政策課

建築に伴
う環境負
荷の低減

建築に伴う
環境負荷
の低減

法令に基づく
指示等の実施

⇒ ⇒

法令に基づく指示等を実施す
る。

省エネルギー法に基づく届出
において著しく不十分な届出
はなかった。

法令に基づく指示等を行
う。

建築指導課

ひらつか
エコモード
の取組の
推進

ひらつかエ
コモードの
取組の推
進

取組の推進 ⇒ ⇒

平成２６年度の目標に向け、
取組を継続的に推進する。

平成２６年度の目標に向け、
省エネルギー、省資源の取組
などを継続的に推進した。

平成２６年度の目標に向
け、省エネルギー、省資源
の取組などを継続的に推進
するとともに、環境監査を
行う。

環境政策課

②環境に
配慮した
事業活
動の普
及

くらし
や事業
活動に
おける
環境へ
の配慮
の促進

環境政策課

産業振興課
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平成２６年度（上半期実績）

（２）環境基本計画　重点施策の具体的な取組

２６年度 ２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２６年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

ごみの焼
却に伴う
余熱利用
の推進

ごみの焼
却に伴う余
熱利用の
推進

基本設計・実
施設計作成

建設工事着手 供用開始

基本設計を完了した。 基本設計を完了した。 実施設計に着手する。

環境施設課

各施設の完成
に向けた工事

競輪場メイン
スタンド改修
工事等の発注
各施設の完成
に向けた工事

各施設の完成
に向けた工事

各施設の完成に向けた工事に
環境に配慮した施設整備を推
進する。

環境に配慮した新庁舎第一期
工事が完成した。

平塚市民病院など、環境に
配慮した施設整備を推進す
る。

建築住宅課
事業担当課

防犯灯への
LEDの導入
　　　５０灯

〃
５０灯

〃
５０灯

従前の手法とともに、リース
方式を採用することで、導入
を進める。

従来の手法により９灯を整備
するとともに、リースによる
一括ＬＥＤ化に向けた準備を
進めた。

リース等による市管理防犯
灯約4,700灯の一括ＬＥＤ
化が完了する予定。 危機管理課

街路灯のLED
化の検討・導
入

⇒ ⇒

対応可能な道路照明灯等を比
較検討する。

対応可能な道路照明灯等を比
較検討と費用効果の検討を
行った。

点検に伴う建替え対応と、
老朽化に伴う建替え対応の
実施を予定。 道路管理課

廃棄物発
電

廃棄物発
電

発電余剰分売
電

⇒ ⇒

発電余剰分を売電する。 発電余剰分を売電した。
売電した電力量 12,117,480
ｋＷｈ

発電余剰分を売電する。

環境施設課

公共施設
における
環境に配
慮した電
力調達契
約の推進

公共施設
における
環境に配
慮した電力
調達契約
の推進

事業者の選定
電力調達

⇒ ⇒

平成２５年度と同様に手引き
に基づき競争の取りまとめを
行い、事業者の選定を行う。
環境に配慮した事業者選定を
推進する。

環境に配慮した事業者選定を
行った。

手引きに基づき競争の取り
まとめを行い、事業者の選
定を行っていく。
環境評価項目を満たした事
業者を対象に入札を実施
し、契約を行う。

契約検査課
環境政策課
事業担当課

ごみの減
量化・資源
化に向け
た普及啓
発

ごみの減
量化・資源
化に向け
た普及啓
発

ごみ減量化・資
源化協力店制
度の拡充等

⇒ ⇒

ごみ減量化・資源化協店の利
用を啓発するとともに、協力
店を拡充する。

協力店は、新規登録もある
が、閉店等もあるので減少し
た。

ごみ減量化・資源化協店の
利用について啓発するとと
もに、協力店を拡充する。 循環型社会

推進課
環境施設課

環境に配
慮した公共
施設の整
備の推進

環境に配
慮した公
共施設の
整備の推
進

③市の
事業活
動におけ
る環境へ
の配慮
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平成２６年度（上半期実績）

（２）環境基本計画　重点施策の具体的な取組

２６年度 ２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２６年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

家庭ごみ
の有料化
に向けた
検討

家庭ごみ
の有料化
に向けた
検討

有料化に向け
た調査・研究

⇒ ⇒

提言を受け設定する具体的な
テーマについて議論を予定す
る。

廃棄物対策審議会において、
提言を踏まえた、一般廃棄物
処理基本計画への位置付けを
検討した。

廃棄物対策審議会におい
て、提言を踏まえた、一般
廃棄物処理基本計画への位
置付けを行う。

コンポスターの
販売   １１５台

〃
１１５台

〃
１１５台

イベントやチラシの回覧、生
ごみ自家処理相談員制度で更
なる啓発を図る。

イベントでの啓発、回覧での
広報活動を行った。
（上半期の販売台数は２5台）

庁内の2箇所（リサイクルプ
ラザ、循環型社会推進課収
集・分別推進担当）で販売
を行う。また、ごみ通信
（回覧）などで広報を行
う。

電動生ごみ処
理機購入費の
助成    ３０件

〃
３０件

〃
３０件

イベントやチラシの回覧、生
ごみ自家処理相談員制度で更
なる啓発を図る。

イベント（緑化まつり）での
処理機の紹介、補助制度説明
のチラシの配布を行った。ま
た、ごみ通信（回覧）での啓
発を行った。

イベントやチラシの回覧、
協働事業等で更なる啓発を
図る。

事業系ご
み多量排
出者に対
する指導

事業系ご
み多量排
出者に対
する指導

５６件 ５７件 ５８件

事業所の排出量を把握し、多
量排出事業者からの減量化等
計画書の提出により、排出抑
制、減量化、資源火の指導を
行う。

調査を実施し各事業所の排出量を
把握。多量排出事業者は63社と
なり、全事業所から「減量化等計
画書」を提出してもらい、事業者
自身に排出量削減の意識付けを
し、担当課で内容を把握した。

多量排出事業者のうち数社
に立ち入り現場確認を行
う。

剪定枝の
有効利用
の検討

剪定枝の
有効利用
の検討

家庭から排出
される剪定枝
の回収につい
て、モデル地区
を設け効果を
検証

市内から排出
される剪定枝
を二宮町に完
成予定の資源
化施設へ搬出

⇒

費用対効果を考慮し、モデル
地区の設定は見送る予定。平
成27年度の予算要求に向け、
収集体制の設計、見積もりの
収受を行う。

収集体制の設計、概算費用の
算出を行った。

収集体制の詳細を設計す
る。

焼却残さ
の資源化
の推進

焼却残さ
の資源化
の推進

新たなごみ焼
却施設におけ
る焼却残さ資
源化の開始

⇒ ⇒

ごみ焼却施設焼却残さを資源
化する。

約3,250トンのごみ焼却施設
焼却残さを資源化した。

ごみ焼却施設焼却残さを資
源化する。

新たなご
み焼却施
設の整備

新たなご
み焼却施
設の整備

ごみ焼却施設
の整備・稼働

－ －
平成25年に竣工、現在稼働して
いる。

－ －

広域的な
ごみ処理
の推進

広域的な
ごみ処理
の推進

広域処理施設
の整備、ごみ
分別収集区分
の統一等

⇒ ⇒

分別収集区分の統一に係るマ
ニュアルを運用する。

１市２町で異なる分別収集区
分について、統一を図るため
に作成したマニュアルを運用
した。

新たな品目を加えた分別収
集区分の統一に係るマニュ
アルを作成する。

環境施設課

循環型
社会を
つくり
ます

廃棄物
の発生
抑制・
資源
化・適
正処理
の推進

生ごみの
減量化・資
源化の促
進

生ごみの
減量化・資
源化の促
進

②廃棄
物の適
正処理
の推進

①廃棄
物の発
生抑制・
資源化
の推進

循環型社会
推進課
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